
 

 

 

 

 

『漢字で世界が変わる』 
酷暑、地震、大雨と今年も厳しい夏が続いています。いよいよ子どもたちが学校に戻ってきます。 

 

今回は漢字の不思議な成り立ちをご紹介します。 

  新型コロナウイルス感染症が、世に蔓延した時に「君」という漢字が話題になりました。 

『しばらくは 離れて暮らす コとロとナ つぎ逢ふ時は 君という字に』 

大阪府のイラストレーター田中貞之さんが作成した短歌です。 

直接大切な人に触れ合うことができなかったもどかしさがある中で、次に出逢えるまでの心のよりどころにな 

りました。 

ほかにも、こんな考え方もあるそうです。 

「絶体絶命」…漢字を分解すると、糸色身体 糸色命（いとしきからだ いとしきいのち）になります。 

         体も命も大切にしないと「絶体絶命」になってしまいます。 

「朝」    ・・・十月十日で「朝」になります。 

         新しい命も、十月十日（とつきとおか）、私たちも毎朝生まれ変わっています。 

「凶」    ・・・植木鉢の中にメが入っています。もう少しで「芽」が出ます。 

「優」    ・・・人は、辛く悲しい思い(憂)をするからこそ、「優」しくなれるのですね。 

「傘」    ・・・人がいっぱいいます。 

人の雨に気づいたら、そっと誰かの「傘」になれる。そんな９月である事を願っています。 

 

☆出前授業新規登録メニュー１☆ 
 ・大阪税関 京都税関支署滋賀出張所 

分  野 １０．その他 

タイトル 薬物乱用防止(不正薬物の恐ろしさ) 

対  象 中学校、高等学校 

内  容 
① 税関の紹介  ②不正薬物中毒症例の紹介  ③不正薬物の種類 

④ 不正薬物への誘い断り方ディスカッション   ⑤麻薬探知犬デモ(変更の場合有り) 

その他 謝金、交通費不要 

☆出前授業新規登録メニュー２☆ 
 ・環境創研株式会社 

分  野 ２．科学・理数・5．自然・環境 

タイトル 環境学習を通じて水の大切さを伝えます 

対  象 小学校 3～6年 

内  容 

① 企業紹介  ② 生活で使う水の量  ③ 家庭での水の使用量ランキング 

④ 希釈するのに必要な水の量       ⑤ 水をきれいにする 3つの方法 

⑥ 科学実験・凝集実験              ⑦ 社会の仕組みとびわ湖保全について 

その他 謝金、交通費不要 
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☆出前授業新規登録メニュー３☆ 
 ・国立ハンセン病資料館 

分  野 ８．福祉・人権・国際理解 

タイトル ハンセン病問題から学ぶこと～病気を理由に奪われた人権～ 

対  象 小学校・中学校・高等学校・一般 

内  容 
・ハンセン病の基礎  ・ハンセン病問題の歴史  ・具体的な被害  ・まとめ                

＊視聴ビデオあり、グループワーク可能、内容アレンジ可能、45分～120分 

その他 謝金、交通費不要 

 
☆「学びのメニューフェア」☆  たくさんの御参加ありがとうございました。 
７月２３日(木)１３：００より、ピアザ淡海(大津)で開催しました。皆様からの感想を一部記載します。 

来年度は 8月上旬に、ピアザ淡海で開催予定です。お待ちしております。 

 

＜参加者の声抜粋＞ 

・今回で３回目の参加です。保護者会長さんと参加しました。親子活動や子育て講演会にぴったりの講師さんに

出会えて大満足でした。園関係のメニューも増えてきて嬉しいです。園関係の参加者が少ないのが非常にもっ

たいないのでもっと広めていきたいです。（こども園） 

・楽しく学べるブースが多く、ワクワクしました。（小学校） 

・直接支援メニューを知ることができてよかったです。一つの学校から複数人数来られていてたくさん回るには

いい方法だと感じました。（ＣＳ関係者） 

・専門的な立場から多くの助言が得られ、生徒への出前授業として大いに活用できることがわかりました。新た

な視点や気づきも得られ有意義な時間でした。（中学校） 

・これまで自分で講師を探すのに苦労しましたが、このような仕組みがあることがわかり、気分的に楽になると同

時に、活用したいと思いました。知らなかった世界も知ることができたり普段は接することができない方に出逢

う機会ができたりして、大変よかったです。（高等学校） 

・日頃このような情報をじっくり聞ける機会がないので大変助かりました。実際に体験できたのもよかったです。 

（児童クラブ） 

・直接話が伺え、生徒たちに体験させたいたくさんのメニューに出会えました。（特別支援学校） 

＜支援者の声抜粋＞ 

・会場内のブース配置や時間設定も適切で、予定どおり資料をほぼすべて配布することができました。来年もぜ 

ひ参加したい。 

・現場の状況を教えていただいたり、相談されたりと大変有意義な時間になりました。 

・興味を持ってブースに来ていただけたので、スムーズに説明が行えた。ブースの広さも適切で体験もしてもら 

いやすかった。 

・日頃直接接することができない学校や関係機関の方にもアプローチすることができ、大変よかった。 

・参加者の方がとても熱心で、真剣に話を聞いてくださり話しがいがあった。せっかくたくさん 

の参加者の方がいるので、全てのブースを１周できるようなシステムがあれば嬉しい。 

・思っていた以上に忙しく、多くの方にＰＲできてよかった。もっとたくさんの方にこういう 

機会や内容を周知いただけるとありがたい。 

 

☆≪今月の地上の星≫☆ 

 ・小学校の 1年生が運動場で転んでけがをした。傷テープを貼ってあげた。その日は学童保育に寄る 

日だったので、「今日ケガしちゃったからまっすぐ家に帰る？」と聞いたら、その子は「ううん。ちょっ 

と曲がって帰る」と答えた。 

  …ある小学校でのエピソード。小学校 1年生、心洗われます。 

 皆様にとって、今日も明日もいい日になりますように！！ 


